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前ページより続く 

⑤雨水利用や自然エネルギー
（太陽光・風力）を活用し
た環境にやさしいビオトー
プ 

の５項目を確認して、これか
らつくる場所を観察した上で
６グループに分かれて、ビオ
トープのデザインを競い、子
どもを含むチームのアイデア
が投票より採用決定し、更に
参加者全員の思いを加えたも
のを最終デザインとして広場
に白線引きをし、鍬入れを行
って第１回の講座を終了しま
した。 
 とても人力だけで白線内の
土を掘り出すことは不可能と
考え、赤司代表に次回までの
間に油圧ショベルによる荒掘
りをお願いしました。 
 ２回目は３５名の人が参
加、雨が降ったり止んだりの
天候の中で、荒掘りしてあっ
たところに、三ツ星ベルトの
人の指導で、ゴムシートが張
れる状態に仕上げる「のり
面」作りやビオトープの形状
作りに、硬化剤のセメントや
岩石の入った硬い土と、汗と
雨にびしょ濡れになりながら
格闘して、ゴムシートが張れ
るところまで形を整えること
が出来ました。最初はとても
無理だと思っていましたが、
集団の力の凄さを見せ付けら
れた一日でした。 
 第３回目は子ども１５名を
含む７５名の人が参加して、
ビオトープの形状や底を整え
た後、三ツ星ベルト提供のゴ
ムシートを張り、ゴムシート
の上を押部谷の農地から運ん
だ畑の土で覆いました。 
 猛烈な炎天下、皆でバケツ
リレーによる土運びや、石拾
いなどをしたお陰でビオトー
プらしい原型が出現したとき
は、皆で拍手喝さいしまし
た。人が力を合わせれば、

大抵のことは出来るのだとひ
しひしと感じた一日でした。 
 第４回目もカンカン照りの
中、４０名の参加者があり、
その中にはフランスからの留
学生の姿もありました。この
日は水循環用の水路、オーバ
ーフロー用水路の二つの水路
作りと、枕木を利用した観察
デッキと渡り橋作り、池の中
に浅い所と深い所を作る土入
れ作業と、ハードな作業を汗
だくになりながら完了させ
て、池に始めて環境未来館の
地下水槽に溜めてある雨水を
注入しました。この日は作業
している我々の上を何匹かの
トンボが、あたかも棲家を偵
察しているかのように飛んで
いました。何年か先には、き
ょう作った水循環用水路にホ
タルが乱舞する姿を夢見なが
ら、立派なビオトープに育っ
て行くことを願いながらハー
ドな一日の作業を終えまし
た。 
 第５回目は３０名の参加
で、前回作った水循環水路と
オーバーフロー水路にゴムシ
ートを張り、その上を土で覆
い、水循環ポンプ駆動用の太
陽光・風力発電設備の据付配
線工事（ワット神戸の皆さん
がボランティアで作業）を行
った後、神戸層群の白っぽい
土の上を、茶色の山土で覆う
作業を総出で行い、すっかり
見違えるようなビオトープに
仕上がりました。事前に木津
駅周辺の明石川上流から採集
したガマと布施畑のため池か
ら採集したヒシを池の中に移
入し、また、当日藍那付近か
ら採集して持参してくださっ
たイやコナギも池の周辺に移
植。いよいよ周辺の仕上げを
しながら、動植物の移入作業
を行っていくところまできま
したので、移入作業をスムー
ズに行うために、基本的な移

入の制約事項と、完成後のビ
オトープの管理に付いて、作
業でくたくたの体に鞭打って
確認の学習を行って第 5 回講
座を終えました。前回水を張
っておいたビオトープには、
既にヤゴやミズスマシ、ハイ
イロゲンゴロウ、マツモムシ
などが確認でき、自然のすば
らしさを皆で味わった一日で
した。 
 第 6 回は３４名が参加し
て、動植物の移入ルールの確
認をした後、前もって下見を
して、地域の人の了解を得て
おいた明石川支流や木津駅周
辺のため池、雑木林などに出
かけ、グループ わ の植物に
詳しい人達の説明を受けなが
ら、予定時間のオーバーも忘
れて多くの和種の植物を採集
して帰り、ビオトープの周辺
に移植しました。動物の移入
は急がず、しばらく自然のま
ま放置しておいて、状態の変
化を記録しながらゆっくりベ
ースで行っていきます。 

 第７回は台風の襲来で講座
はお流れになりましたが、１
～６回までに参加していただ
いた多くの人々の汗と労力に
加え、講座と講座の間で何回
も臨時の作業をして頂いた、
グループ わ の本部の皆さん
のお陰で立派なビオトープに
完成しつつあります。全く何
もなかった更地に、本職の造
園家が作れば簡単に出来たか
もしれませんが、素人の市民
が手づくりのビオトープを作
った、ということに大きな意
義があり、このビオトープ
が、これからビオトープを作
りたい人や、ビオトープを勉
強したい子どもたちに利用し
てもらえる場として、造成の
記録や動植物の移入記録、講
座で配布した資料などを整備
し、ビオトープに関する図書
も増やして、神戸のビオトー
プの拠点になるよう進めてゆ
きます。愛好会の結成も考え
ています。皆さんもぜひ一度
見にきてください。◆ 
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